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|シリーズ地名を訪ねて④| 四度替地

1996年
5 平成8年

月号

藩政時代には、様々な理由から藩の領地のささ換〈替地〉が行われました。南久米の長谷地区に残る四度替

地 (シドガエチ)という地名は、当時藩境の近くにあったこのあたりが、たびたび替え地となったことに由

来するといわれています。また市内には他にも、春賀の替地、八多喜の裏替地などの地名が見られますが、こ

ちらは所有地の交換を意味する替え地が伝えられたものであると考えられます。

今月号のみどころ

03月定例市議会・…ー…・ー・…"P.2-3 

0平成 8年度当初予算の状況"'P.4-5 

0行政組織の機構改革を実施します

"'P.6 -7 

0大洲市の人事異動をお知らせします

… P.8-11 

0つつじまつりが始まりました…"'P.12

今月の納税は

固定資産税1期
軽自動車税

納期は 5月31日です

市民のうごき

平成 8年 3月31日現在

人口 38，904人 (-252) 

男 18，560人 (-137)

女 20，344人(-115) 

世帯数 13，665世帯 (-55) 

面 積 240.99平方キロメートル



市区域の地方拠点

手1': 施

|3月定例市議会|

三
月
定
例
市
議
会
は
、
一
二
月
六
日
か
ら
十

九
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
予
算
関
係
二
十
件
、

条
例
関
係
十
二
件
、
人
事
関
係
四
件
、
議
員

提
出
案
件
三
件
、
そ
の
他
六
件
の
計
四
十
五

件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
関
係
で
は
、
新
し
い
助
役
に
前
建
設

部
長
の
松
井
健
氏
が
、
ま
た
新
し
い
収
入
役

に
は
、
前
大
洲
病
院
事
務
長
の
首
藤
馨
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

政

方

一
昨
年
に
は
、
市
民
各
界
各
層
の
英

知
を
結
集
し
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て

本
市
運
営
の
指
針
と
な
る
第
四
次
大
洲

市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定

か
ら
一
年
が
経
過
し
、
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

も
、
総
じ
て
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
園
、
地
方
を
通
じ
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
本
市
財
政
も
自
主
財

源
の
伸
び
が
低
い
な
ど
、
依
然
と
し
て

構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
引
き

続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
民
生
活
の
向
上
を
地
域

の
均
衝
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
新
た

な
行
政
需
要
へ
の
対
応
や
諸
施
策
は
、

着
実
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
平
成
八
年
度
の
本

市
予
算
の
編
成
に
当
っ
て
は
、
国
の
予

算
や
地
方
財
政
計
画
の
策
定
方
針
な
ど

に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
の

金十

推
進
な
ど
に
よ
り
、
財
源
の
確
保
に
努

め
な
が
ら
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て

「
き
ら
め
き
大
洲
幻

l
肱
川
に
映
え

る
地
域
中
核
都
市
を
め
ざ
し
て

l
」

を
政
策
理
念
と
し
、
六
つ
の
都
市
像
の

実
現
と
具
体
化
に
精
力
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
、
今
年
度
よ
り
地
方
拠
点
都
市

区
域
内
の
基
盤
整
備
に
着
手
し
、
二
十

一
世
紀
を
展
望
し
、
ま
た
、

景
気
の
動

向
に
も
配
慮
し
な
が
ら
社
会
資
本
の

整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
投

資
的
経
費
を
積
極
的
に
対
応
し
ま
し

た。
ま
た
、
当
市
で
は
従
来
か
ら
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
地

方
が
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
地
域
社

会
を
築
き
上
げ
る
た
め
、
昨
年
六
月
に

大
洲
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
審
議
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
推

進
委
員
の
ご
意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

行
政
診
断
、
資
料
の
分
析
、

市
議
会
の

行
財
政
に
関
す
る
意
見
を
ふ
ま
え
、
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

市
議
会
の
行
財
政
調
査
特
別
委
員
会
の

ご
提
言
も
含
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
効
率
的
・
効
果
的

ち

な
行
政
運
営
を
行
い
、
第
四
次
大
洲
市

総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
る
よ
う
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
こ
で

ま
ず
、
市
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

行
い
、
時
代
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、

事
業
の
目
的
達
成
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

条

例

関

係

V
大
洲
市
議
会
議
員
及
び
大
洲
市
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
経
費
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
V
大
洲
市
事
務
分

掌
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
V
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
単
純
な
労
務
に
一雇
用
さ
れ
る
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
公

の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市

集
会
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
V
大
洲
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
企
業
職
員

の
給
与
の
種
類
及
ぴ
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市

消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
立
肱
北
公
民
館
田
口
分
館
建

設
委
員
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

人

事

関

係

V
助
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

吉
川
徳
行
助
役
の
退
任
に
伴
い
、
新

し
い
助
役
の
選
任
に

つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
た
も
の
で
す
。
新
し
い
助
役

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

氏

名

松

井

健

住
所
大
洲
市
柚
木
三
四
八
番
地
第
二

生
年
月
日
昭
和
十
二
年
七
月
十
三
日

{
新
助
役
の
略
歴
一

昭
和
三
十
七
年
大
洲
市
事
務
吏
員
と
な

っ
た
後
、
都
市
整
備
課
長
、
農
業
土
木

課
長
な
ど
を
歴
任
。
建
設
部
長
を
経
て

平
成
八
年
三
月
大
洲
市
助
役
就
任
。
県

立
大
洲
高
等
学
校
商
業
科
卒
業
。

V
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

河
野
瑞
雄
収
入
役
の
退
任
に
伴
い
、

新
し
い
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て
議
会

の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。
新
し
い

収
入
役
は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏

名

首

藤

馨

住
所
大
洲
市
常
磐
町

一
二
九
番
地
一

生
年
月
日
昭
和
十
年
九
月
十
日

一
新
収
入
役
の
略
歴
}

昭
和
二
十
九
年
社
会
保
険
大
洲
病
院

に
入
っ
た
後
昭
和
三
十
五
年
大
洲
市
事

務
吏
員
と
な
り
、
同
和
対
策
課
長
、
会

計
課
長
、
総
務
財
政
課
長
を
歴
任
。
市

立
大
洲
病
院
事
務
長
を
経
て
平
成
八
年

三
月
大
洲
市
収
入
役
就
任
。
県
立
大
洲

高
等
学
校
商
業
科
卒
業
。

V
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

吉
川
徳
行
評
価
員
の
辞
任
に
伴
い
、

そ
の
後
任
評
価
員
の
選
任
に
つ
き
、
議

会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。
新
し

い
評
価
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

氏

名

松

井

健

住

所

大

洲
市
柚
木
三
四
八
番
地
二

生
年
月
日
昭
和
十
二
年
七
月
十
三
日

V
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て矢

野
恒
雄
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
に
伴
い
、
そ
の
再
任
に
つ
い
て
議
会

2 

の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

氏

名

矢

野

恒

雄

住
所
大
洲
市
多
田
甲
八
五
六
番
地

生
年
月
日
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
六

日

議
員
提
出
案
件

V
大
洲
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

大
洲
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
こ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
し

た
も
の
で
す
。

V
地
方
分
権
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
総
意
を
踏
ま
え
た

地
方
分
権
の
実
現
の
た
め
に
、
政
府
及

び
関
係
機
関
へ
要
望
し
た
も
の
で
す
o

v
新
た
な

「
食
糧
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
制
定
」
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

わ
が
国
の
農
林
漁
業
や
農
山
村
は
、

厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ
、
食
糧
、
環

境
の
危
機
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

再
建
の
た
め
新
た
な
基
本
法
を
制
定
し
、

農
林
水
産
業
の
持
つ
多
様
な
公
益
的
機

能
及
び
活
性
化
を
一
体
的
に
推
進
す
る

よ
う
決
議
を
し
、
関
係
機
関
に
要
望
し

た
も
の
で
す
。

の

他

V
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
(
フ
ラ
ワ
ー

パ
1
ク
用
地
)

V
市
道
の
路
線
認
定
に

つ
い
て
V
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

V
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
V
大
洲
市
公

共
下
水
道
根
幹
的
施
設
の
建
設
工
事
委

託
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
(
八
尾
雨
水
ポ
ン
プ
場
)

V
大
洲
市

公
共
下
水
道
根
幹
的
施
設
の
建
設
工
事

委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
(
中
島
雨
水
ポ
ン
プ
場
)

そ



平
成
八
年
度
の
重
点
施
策

(
議
案
説
明
要
旨
よ
り
)

き
ら
め
き
大
洲
幻

ー
肱
川
に
映
え
る
地
域

中
核
都
市
を
め
ざ
し
て
|

肱
川
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち
、つ
く
り

肱
川
は
、
本
市
の
発
展
に
大
き
な
か

か
わ
り
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

肱
川
の
存
在
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に

自
然
の
尊
さ
を
自
覚
さ
せ
て
く
れ
る
と

と
も
に
、
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、
洪
水

被
害
に
よ
り
治
水
の
大
切
さ
、
難
し
さ

を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
中
予
分
水
問
題

に
つ
い
て
は
、
本
市
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
課
題
で
す
。
現
在
多
く
の
市

民
が
反
対
の
陳
情
を
さ
れ
、
市
議
会

で
も
議
論
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
私
(
市
長
)
と
し
ま
し

で
も
真
剣
に
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
肱
川
流
域
の
住
民
は
、
肱
川
の

洪
水
な
ど
の
リ
ス
ク
の
上
に
恩
恵
を
受

け
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ダ
ム
建
設
・

分
水
の
問
題
を
議
論
す
る
に
は
、
陳
情

書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
水
に
関
す
る
基

本
的
な
問
題
に
つ
い
て
そ
の
不
安
を
払

拭
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
慎
重
に
対
処
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
重
要

な
都
市
基
盤
施
設
と
し
て
、
昨
年
度
よ
り

肱
南
地
区
で
公
共
下
水
道
事
業
を
一
部

使
用
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度

か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
同

地
区
内
に
二
箇
所
の
雨
水
ポ
ン
プ
場
を

建
設
し
て
、
地
区
内
の
浸
水
被
害
を
解

消
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
積
極
的

な
推
進
と
台
所
用
水
切
り
ネ
ッ
ト
の
配

布
に
よ
り
、
肱
川
の
水
質
保
全
を
図
り

ま
す
。

林
業
に

つ
い
て
も
計
画
的
な
造
林
を

支
援
し
、
照
葉
の
森
づ
く
り
事
業
を
実

施
し
て
、
生
態
系
の
す
ば
ら
し
さ
、
水

源
か
ん
養
の
大
切
さ
を
啓
発
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

歴
史
・
文
化
の
か
お
り
高
いま

ち
づ
く
り

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
創
造
的
で

活
力
あ
る
社
会
を
築
い
て
い
く
う
え
で
、

社
会
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
資

質
と
意
欲
を
持
ち
、
活
力
に
満
ち
た
児

童
・
生
徒
・
青
少
年
の
育
成
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
い
じ
め
は
社
会
的
に

許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
と
い
う
強
い

認
識
に
立
っ
て
指
導
す
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
学
校
は
、
常
に
子
ど
も
と
触
れ

合
い
鋭
敏
な
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
家
庭

と
の
連
絡
を
密
に
し
て
信
頼
関
係
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま

す。
喜
多
小
学
校
の
校
舎
改
築
は
、
今

年
十
一
月
に
完
成
さ
せ
、
同
校
へ
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導
入
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
内
小
・
中
学
校
へ
の

設
置
が
完
了
し
ま
す
。
な
お
、
国
際

化
が
進
行
す
る
中
で
、
中
学
校
を
対
象

に
外
国
車
育
年
教
師
を
配
置
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ま
た
、
臥
龍
山
荘
保
存
修
理
工
事
と

周
辺
整
備
を
行
い
、
貴
重
な
文
化
遺
産

の
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
会
館

の
改
修
計
画
を

一
年
繰
り
上
げ
て
、
今

年
度
内
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
“つ
く
り

生
活
水
準
の
向
上
や
医
療
技
術
の
進

歩
な
ど
に
よ
り
、
健
康
水
準
は
上
昇
し
、

平
均
寿
命
も
伸
び
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
成
人
病
や
精
神
疾
患
の
増
加
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
寿
化
し
た
時
代

を
快
適
に
過
ご
す
た
め
、
生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
医
療
サ
ー
ビ

ス
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
た
め
に
は
、
世
代
ご
と
の
保

健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
に
よ
る
総
合

的
な
健
康
づ
く
り
の
推
進
が
必
要
で
あ

り
、
自
主
的
な
健
康
管
理
が
で
き
る
体

制
を
推
進
し
ま
す
。

す
べ
て
の
市
民
が
生
き
が
い
の
あ
る

充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
福
祉
行
政
の

命
題
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今

年
度
は
、
大
成
保
育
所
の
完
成
、
社
会

福
祉
法
人
三
善
会
が
建
設
す
る
デ
イ
サ

ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
支
援
、
現
在
計
画

中
の
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
具

体
化
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る
快
適
なま

ち
“つ
く
り

し
尿
処
理
施
設
は
、
大
洲
・

喜
多
衛

生
事
務
組
合
の
事
業
と
し
て
二
十
三
年

が
経
過
し
老
朽
化
が
一
段
と
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
に
用
地
取
得
と

造
成
を
行
い
、
平
成
九
年
度
よ
り
二
年

間
事
業
と
し
て
整
備
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
ご
み
の
正
し
い

出
し
方
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、
意
識

の
啓
発
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
さ
ら
に
五
百
世
帯
ほ
ど
拡
大
し
て

指
定
し
、
ご
み
の
適
正
な
処
理
が
図
ら

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

次
に
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
早
い
時
期
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ

プ
を
作
成
し
、

各
世
帯
に
配
布
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
洪

水
時
に
矢
落
川
合
流
部
の
未
改
修
提
防

か
ら
越
流
し
た
箇
所
を
含
め
、
監
視
カ

メ
ラ
に
よ
る
映
像
を
建
設
省
大
洲
工
事

事
務
所
か
ら
市
役
所
に
も
送
信
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
伊

方
原
子
力
発
電
所
と
の
専
用
フ
ァ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
異

常
発
生
時
の
連
絡
体
制
が
整
備
さ
れ
、

万

一
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

い
き
い
き
と
働
く
ま
ち
“つ
く
り

農
林
業
に

つ
い
て
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
に
よ
り
、
国
際
化
、

自
由
化
に
対
応
し
得
る
足
腰
の
強
い
農

業
の
確
立
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
研

修
会
や
調
査
研
究
を
実
施
し
な
が
ら
、

農
道
の
整
備
や
無
線
放
送
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
活
性
化
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も

に、

労
働
生
産
性
の
向
上
、
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
、
生
産
の
安
定
を
図
り
、
担

い
手
の
育
成
と
確
保
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
で
は
、
大
洲
拠
点
地
区
を
中

企肱南地区で運行が予定される人力車

心
に
、
農
業
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

工
業
生
産
、
流
通
産
業
な
ど
必
要
な
用

地
確
保
と
道
路
、
上
水
道
な
ど
の
基
盤

整
備
を
進
め
、
新
産
業
の
誘
致
を
進
め

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
都
会
に
負
け
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
街
の
良
さ
を
見
直
し
、

い
か
に
誇
り
の
持
て
る
地
域
に
す
る
か

で
す
。
今
年
度
よ
り
お
お
ず
赤
煉
瓦
館

を
中
心
に
人
力
車
を
運
行
す
る
計
画
で

す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
国
民
宿
舎
臥

龍
苑
を
廃
止
し
、
株
式
会
社
組
織
の
完

全
民
営
化
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。地
域
基
盤
の
整
備
さ
れ
たま

ち
"つ
く
り

交
通
網
の
整
備
と
地
域
産
業
な
ど
の

進
展
に
よ
り
、

市
民
生
活
や
経
済
活
動

は
ま
す
ま
す
広
域
化
が
進
み
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
の
活
発
な
交
流
に
よ
っ
て
、

豊
か
な
市
民
生
活
と
地
域
発
展
を
も
た

ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

四
国
西
南
地
域
の
経
済
発
展
を
担
う

四
国
縦
貫

・
横
断
両
自
動
車
道
は
、

順

次
事
業
が
進
行
し
て
お
り
、
県
道
大
洲

長
浜
線
、
同
長
浜
中
村
線
も
改
良
が

進
ん
で

い
ま
す
。
市
道
に
つ
い
て
は
、

高
速
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て

の
田
口
徳
森
線
、
弁
天
田
野
々
線
の
整

備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
若
宮
天
満
線
、

大
洲
駅
前
徳
森
線
な
ど
計
画
的
に
整
備

促
進
を
図
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
肱
川
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
区
画
整
理
事
業
も
計
画
的
に

推
進
し
、
国
・
県
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
市
街
地
と
周
辺
地
域
と
の
均
衡

あ
る
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
入
予
算
額
百
三
一
十
一

億
三
千
万
円
の
う
ち
、
自
主
財
源

(
市
税
、
手
数
料
、
財
産
収
入
な
ど
)

は
、
四
十
五
億
五
千
八
百
十
四
万
円

で
、
全
体
の
三
四
・
七
%
を
占
め
、

昨
年
に
比
べ
る
と
八
千
七
百
五
万
円

(
約
一
・
九
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
依
存
財
源
(
地
方
交
付
税
、
国

庫
支
出
金
な
ど
)
は
、
八
十
五
億
七

千
百
八
十
六
万
円
で
、
昨
年
よ
り
も

八
億
五
千
二
百
九
十
五
万
円
(
約
一

一
・
一
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

一般会計予算内訳(歳入)

地方譲与税
31)意9，000万円
(3.0%) 

分担金及び負担金
3億9，315万円
(30%) 

県支出金
5億4，650万円
(42%) 

地方交付税

54億2，277万円

(41.3%) 

歳入

131億3，000万円

(100%) 

4 

平成8年度の予算規模

Zヨエ』 計 5JJj 当初予算 対前年度比

万円 今b

市主 ~ エ 計 1，313，000 7.7 

国民健康保険 280，709 9.6 

老 人 保 健 361，992 ム 4.4

特 国民健康保険診療所 2，507 3.3 

簡 易 7.K 道 20，767 123.5 

5JJj 交通傷害保障 947 ム 0.2

土地取得造成 699 ム50.5

~ 住宅新築資金等貸付事業 8，757 ム25.8

農業集落排水事業 2，089 0.3 

計 公共下水道事業 83，477 ム11.0

駐車場事業 4，429 ム 5.2

計 766，373 0.7 

71く 道 事 業 100，886 ム 1.6
ii:ι ¥ 

国民宿舎事業 11，958 ム11.8
業

病 院 事 業 289，755 8.7 
~ 

工業用水道事業 746 ム61.6
計

計 403，345 4.9 

よ口』 計 2，482，718 5.0 

市 税

32億2，060万円
(24.5%) 

当初予算の推移

平
成

2
年
度

131 

平
成
8
年
度

122 

平
成
7
年
度

284 

117 

平
成
6
年
度

112 

平
成

5
年
度

lO8 

平
成

4
年
度

盟企業会計

図特別会計

口 一般会計

99 

平
成

3
年
度

93 

〈億円)

300 
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50 

。
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般
会
計
歳
出

{
総
務
費
}

V
学
園
都
市
構
想
推
進

協
議
会
補
助
金
と
し
て
二
百
万
円
V

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
建
設
事
業
に

千
五
百
二
十
四
万
四
千
円
V
八
幡
浜

.
大
洲
地
区
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基

金
出
資
金
と
し
て
一
億
千
七
百
九
十

五
万
千
円
V
市
バ
ス
購
入
費
に
千
五

百
万
円
V
市
民
会
館
改
修
工
事
に
八

千
八
百
八
十
八
万
円
V
固
定
資
産
土

地
評
価
業
務
委
託
料
と
し
て
五
千
百

二
十
四
万
五
千
円

【
民
生
費
}

V
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
費
に
九
百
八
十
三
万
五
千
円
V

乳
幼
児
医
療
費
に
四
千
百
三
一
十
九
万

九
千
円
V
地
域
福
祉
基
金
運
用
事
業

委
託
料
と
し
て
二
百
六
十
万
円
V
ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

と
し
て
四
百
三
十
八
万
五
千
円
V
老

人
ホ

1
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
委

託
料
と
し
て
五
千
九
百
九
十
九
万
円

V
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
委
託
料
と
し
て
二
千
九
百
三
万
五

千
円
V
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
事
業
費
補
助
金
と
し
て
二
千
五

百
九
十
七
万
四
千
円
V
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
委
託
料
と
し
て

三
千
二
百
九
十
一
万
千
円

V
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
と
し

て
一
億
九
千
五
百
二
万
七
千
円
V
老

人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
と
し
て
一

億
九
千
六
百
五
十
三
万
八
千
円

【
衛
生
費
】

V
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
出
金
と
し
て
七
千
六
百
二
十
四
万

円
V
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
モ
デ
ル

事
業
に
二
百
九
十
万
五
千
円
V
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
と

し
て
七
百
十
七
万
二
千
円
V
大
洲
市
・

喜
多
郡
町
村
組
合
負
担
金
(
ご
み
処

理
施
設
分
)
と
し
て
三
億
二
千
六
百

三
十
七
万
四
千
円
V
空
缶
回
収
機
購

入
費
な
ど
に
百
七
十
四
万
二
千
円
V

じ
ん
芥
処
理
費
と
し
て
一
億
四
百
四

万
七
千
円
V
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組

合
負
担
金
と
し
て
九
千
九
百
八
十
五

万
円
V
水
道
事
業
会
計
補
助
金
と
し

て
六
千
七
百
七
十
二
万
二
千
円
V
病

院
事
業
会
計
補
助
金
と
し
て
三
億
六

千
八
百
十
七
万
八
千
円

{
農
林
水
産
業
費
}

V
新
生
産
調
整

推
進
対
策
費
補
助
金
と
し
て
三
百
四

十
五
万
円
V
和
牛
生
産
基
盤
強
化
事

業
費
補
助
金
と
し
て
二
百
二
万
円
V
中

山
間
地
域
活
性
化
推
進
事
業
費
補
助

金
と
し
て
五
百
九
十
一
万
二
千
円
V

森
林
整
備
担
い
手
確
保
育
成
対
策
事

業
費
補
助
金
と
し
て
六
百
六
十
八
万

千
円
V
国
営
大
洲
喜
多
土
地
改
良
事

業
負
担
金
と
し
て
二
億
八
千
二
百
四

十
六
万
七
千
円
V
八
多
喜
地
区
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
と

し
て
千
三
百
四
十
六
万
円
V
照
葉
の

森
づ
く
り
事
業
に
百
十
二
万
四
千
円

{
商
工
費
}

V
市
内
商
工
団
体
育
成

補
助
金
と
し
て

二
百
六
十
三
万
円
V

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
預
託
金
と

し
て
二
千
六
百
万
円
V
赤
煉
瓦
館
費

に
千
二
百
七
十
一
万
円

{
土
木
費
}

V
道
路
維
持
費
に
三
千

四
百
八
十
九
万
三
千
円
マ
地
方
拠
点

都
市
基
盤
整
備
費
に
五
千
万
円
V
道

一般会計目的別予算内訳(歳出)

公債費

19億9，355万円
(15.2%) 

その他

人件費

31億9，055万円
(24.3%) 

路
改
良
事
業
(
弁
天
田
野
々
線
)
に
二

千
五
百
九
十
九
万
四
千
円
(
田
口
徳

森
線
)
四
千
九
百
三
十
万
三
千
円
V

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

と
し
て
三
億
六
百
十
五
万
千
円
マ
肱

川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
実
施
測

量
設
計
委
託
料
と
し
て
六
百
十
万
円

V
地
方
道
路
整
備
事
業
(
若
宮
天
満

線
)
に
八
千
百
七
十
七
万
九
千
円
V

公
営
住
宅
建
設
事
業
(
城
山
団
地
)

に
二
億
三
千
九
百
九
十
二
万
三
千
円

{
消
防
費
}

V
大
洲
地
区
広
域
消
防

事
務
組
合
負
担
金
と
し
て
二
億
八
千

五
百
六
十
八
万
三
千
円
V
洪
水
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
業
務
委
託
料
と
し

て
二
百
五
十
二
万
円
V
堤
防
越
流
監

視
装
置
購
入
費
に
二
百
四
十
八
万
八

千
円{

教
育
費
}

V
喜
多
小
学
校
校
舎
新

増
改
築
事
業
に
三
億
七
千
四
百
十
二

万
五
千
円
V
公
民
館
活
動
補
助
金
と

し
て
三
千
七
百
十
九
万
五
千
円
V
臥

龍
山
荘
保
全
事
業
に
一
億
三
千
八
百

八
十
三
一
万
五
千
円
V
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
補
助
金
と
し
て
百

万
円【

災
害
復
旧
費
}

V
過
年
補
助
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に
九
千
七
百

四
十
万
五
千
円
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行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
行
政
組
織
の

機

構

改

革

を

実

施

し

ま

す

大
洲
市
で
は
、
二
月
に
定
め
た
行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
、
職

員
一

人
ひ
と
リ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て
効
率
的
、

効
果
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、
第
四
次
大
洲
市
総
合
計
画
の

実
現
に
向
け
、
市
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
四

月
一
日
か
ら
行
政
組
織
の
機
構
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。

的
を
達
成
し
た
農
林
振
興
課
と
農
業

土
木
課
を
統
合
し
て
農
林
課
と
す
る
o

v
特
定
事
業
対
策
室
の
廃
止

河
川
行
政
の
一
元
化
の
た
め
特
定

事
業
対
策
室
を
廃
止
し
て
業
務
を
建

設
課
へ
統
合
す
る
。

部

の

変

更

V
企
画
商
工
部
の
新
設

地
方
拠
点
都
市
、
工
場
誘
致
及
び

水
問
題
に
つ
い
て
担
当
す
る
企
画
調

整
課
と
商
工
観
光
課
を
配
置
す
る
o

v
福
祉
保
健
部
の
新
設

新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
介
護
保
険

な
ど
の
課
題
か
ら
、
市
民
課
を
総
務

部
へ
移
行
し
て
保
険
環
境
課
、
福
祉

事
務
所
及
び
同
和
対
策
課
を
配
置
す

る。V
建
設
農
林
部
の
新
設

時
代
状
況
の
変
化
に
よ
り
従
来
の

産
業
経
済
部
と
建
設
部
を
合
わ
せ
て

建
設
農
林
部
を
新
設
し
、
建
設
課
、

都
市
整
備
課
、
下
水
道
課
、
水
道
課

及
び
農
林
課
を
配
置
す
る
。

V
総
務
部

他
の
部
の
変
更
に
よ
り
、
市
長
公

室
、
総
務
財
政
課
、
監
理
課
、
税
務

課
、
市
民
課
及
び
会
計
課
を
配
置
す

る。

課

の

変

更

V
農
林
課
の
新
設

時
代
状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
り
目

担
当
事
務
の
見
直
し

合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
(
保
険
環

境
課
)
、
農
業
集
落
排
水
事
業
(
農

業
土
木
課
)
を
下
水
道
課
で
担
当
す

る。

係

の

新

設

担
当
す
る
係
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
企
画
調
整
課
に
国
際

交
流
係
を
新
設
す
る
。

ま
た
、
業
務
内
容
を
細
分
化
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
企
画
調
整
課
に

管
理
係
を
新
設
す
る
。

今
回
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

当
市
の
行
政
組
織
は
下
図
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
庁

舎
の
部
屋
の
配
置
も
次
ベ

1
ジ

の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

給食係

小児科

係

係

係

係

務

事

計

度

庶

医

会

用

午

外

通

科

人

t
r

平

酷

膚

器

田

平

副

川

敵

定

刻

門

前

山

山

間

耐

崎

容

僅

創

刊

旧

以

造

係

構

係

係

政

林

善

農

農

農

改

営

!大洲市行政組織機構図(平成8年4月1日現在)1

管財係

管理係事業係文書係

6 

工務係

検査科
歯土謁査樺|

理学療法科

巨日
・大洲喜多衛生事務組合

・大洲喜多特別養護老人ホ ム
事務組合

・大洲市・喜多郡町村組合

・大洲地区広域消防事務組合
・八幡浜 ・大洲地区広域市町村
圏組合

-大洲地区内子運動公園事務組
A 

人工透析科

建築係交通安全係

広報広聴係
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大
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務
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大

洲

市

助

役

私
、
こ
の
度
、
桝
田
市
長
よ
り
当

市
の
助
役
に
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、

去
る
三
月
十
九
日
の
市
議
会
に
お
い

て
ご
同
意
を
賜
り
、

即
日
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
に
と
り
ま

し
て
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
市
長
の
市
政

遂
行
に
ど
れ
だ
け
お
役
に
立
て
る
か
、

責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
本
市
を
と
り
ま
く
諸
問
題

は
数
多
く
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
社
会
情
勢
の
中
で
、
と
も
す
れ
ば

目
標
を
見
失
い
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、

時
の
流
れ
を
見
据
え
、

市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
い
、
足
元
を
し
っ
か

り
と
踏
み
し
め
て
対
処
す
る
こ
と
が

井

健

松

大
洲
市
収
入
役

首

藤

馨

「年
金
手
帳
」
に
つ
い
て

の

お

知

ら

せ

「年
金
手
帳
」
は
、
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
に
初
め
て
加
入
し
た
と
き

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記

号
番
号
は
、
国
民
年
金
な
ど
へ
の
加

入
の
記
録
等
を
管
理
す
る
た
め
の
も

の
で
、
一
フ
の
制
度
で
の
番
号
は
一

生
を
通
じ
て
変
わ
り
ま
せ
ん
。

最
初
に
交
付
さ
れ
た
年
金
手
帳
は

学
生
か
ら
社
会
人
、
会
社
員
か
ら
自

営
業
・
専
業
主
婦
へ
と
職
業
が
変
わ

っ
た
場
合
で
も
使
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
、
っ
。

同
じ
制
度
で
の
記
号
番
号
が
二
つ

以
上
あ
っ
た
り
、
氏
名
が
間
違
つ
マ

登
録
さ
れ
て
い
る
と
、
年
金
を
請
求

す
る
と
き
に
間
違
い
の
も
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

年
金
手
帳
を
二
冊
以
上
持
っ
て

い
る
と
き
は
、
「
記
号
番
号
重
複
取

消
届
」
に
年
金
手
帳
を
添
え
て
提
出

し
ま
す
。

二

年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き
は

「
再
交
付
申
請
書
」
を
提
出
し
て
再

交
付
を
受
け
ま
す
。

三

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
「
氏

名
変
更
届
」
に
年
金
手
帳
を
添
え
て

提
出
し
ま
す
。

8 

児
童
福
祉
週
間
は

五
月
五
日

i
十
一
日

子
ど
も
た
ち
が
無
心
に
遊
ん
で
い

る
姿
を
見
る
と
、
気
持
ち
が
な
ご
み

思
わ
ず
ほ
ほ
え
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
光
景
も
最
近
で

は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
以
前
に
比
べ
る
と
、
外
で
遊
ぶ

子
ど
も
が
め
つ
き
り
減
っ
て
き
た
の

で
す
。少

子
化
の
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
五

月
五
日
は
「
子
ど
も
の
日
」
。
そ
し
て
、

五
日
か
ら
一
週
間
は
「
児
童
福
祉
週

間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

五
月
は
赤
十
字
社
員

増
強
運
動
月
間

五
月
は
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

月
間
」
と
し
て
、
社
員
増
強
・
社
費

募
集
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

例
年
の
と
お
り
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
赤
十
字

運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



異
動
の
基
本
方
針

大
洲
市
は
、
四
月
一
日
付
け
で
百

八
十
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
の
基
本
方
針
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

一
本
年
二
月
に
定
め
ら
れ
た
大
洲

市
行
政
改
革
大
綱
に
従
い
、
本
年

度
よ
り
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
時
代

に
即
応
し
た
組
織
・
機
構
の
見
直

し
に
よ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、

第
4
次
総
合
計
画
の
実
現

に
向
け
、
体
制
の
強
化
を
図
る
。

二
地
方
分
権
、
高
齢
化
、
国
際
化

な
ど
、
行
政
事
務
が
多
様
化
、
複

雑
化
、
高
度
化
す
る
な
か
で
、
事

務
の
電
算
化
を
引
き
続
き
積
極
的

に
進
め
、
適
材
適
所
主
義
の
原
則

に
た
っ
て
有
能
な
人
材
を
抜
て
き

す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
場
の
活
力

と
清
新
さ
を
図
る
。

三
四
国
縦
貫
自
動
車
道
の
早
期
間

通
の
た
め
、
八
年
度
も
引
き
続
き

職
員
二
名
を
愛
媛
県
へ
派
遣
す
る
。

ま
た
、
直
轄
河
川
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
の
推
進
の
た
め
、

職
員
二
名
を
愛
媛
県
等
へ
派
遣
す

る。

四
、
機
構
等
に
つ
い
て

付
時
代
状
況
の
変
化
等
に
よ
り

課
の
統
合
を
行
っ
た
た
め
、
農

林
課
及
び
建
設
課
の
体
制
を
整

備
す
る
。

口
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集

落
排
水
事
業
、
合
併
処
理
浄
化

槽
事
業
に
つ
い
て
、
事
務
分
掌

の
見
直
し
を
行
っ
た
た
め
、
下

水
道
課
の
体
制
を
整
備
す
る
。

日
時
代
状
況
の
変
化
等
に
よ
り
、

係
を
明
確
に
す
る
た
め
、
企
画

調
整
課
に
国
際
交
流
係
を
新
設

し
体
制
の
強
化
を
図
る
。

四
拠
点
都
市
、
工
場
誘
致
の
推

進
及
び
水
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
企
画
調
整
課
、
商
工
観
光

課
の
二
課
で
、
企
画
商
工
部
を

新
設
す
る
と
と
も
に
、
企
画
商

工
部
長
が
企
画
調
整
課
長
を
兼

務
し
、
課
長
補
佐
を
一
名
増
員

し
て
体
制
の
強
化
を
図
る
。
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。
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兼
課
長
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長
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(
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校
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長
)

V
建
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課
長
小
泉
勝
明
(
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市
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課
長
)

V
都
市
整
備
課
長

二
宮
政
勝
(
下
水
道
課
長
兼
肱
南
浄

化
セ
ン
タ
ー
所
長
)

V

水
道
課
長

大
野
象
一
(
特
定
事
業
対
策
室
長
兼

高
速
道
路
整
備
推
進
担
当
)

V

下
水

道
課
長
兼
肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

三
保
趨
三
(
建
設
課
長
)

V
農
林

課
長
西
野
茂
一
郎
(
農
業
土
木
課

長
)

V
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
大
野
茂
則
(同

和
対
策
課
長
)

V
清
和
園
長
O
井
上

修
(
議
会
事
務
局
主
幹
兼
次
長
)

V

県
教
委
坂
本
雅
敏
(
教
委
・
学
校

教
育
課
長
)

V
教
委
・
学
校
教
育
課

長
大
本
毅
(
県
教
委
)

V
教
委

・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
稲
谷
浩

一

(
大
洲
市
・
喜
多
郡
町
村
組
合
派

遣
|
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長

)

V
大

洲
市

・
喜
多
郡
町
村
組
合
派
遣
環

境
セ
ン
タ
ー
所
長
1

藤
本
卓
一
(
清

和
園
長
)

V

建
設
課
主
幹
兼
課
長
補

佐

西

山
隆
夫
(
建
設
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
管
理
第
二
係
長
)

V
都
市

整
備
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
管
理
係

長
O
佐
伯
幸
一
(
特
定
事
業
対
策
室

次
長
兼
業
務
係
長
)

V
農
林
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
O
口
井
睦
雄
(
農
業
土

木
課
長
補
佐
)

V
教
委
・
社
会
教
育

体
育
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
O
白
石
隆

書
(
教
委
・
社
会
教
育
体
育
課
長
補

佐
)

V
教
委
・
同
和
教
育
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
兼
同
和
教
育
係
長

O
成
川

和
行
(
教
委
・
同
和
教
育
課
長
補
佐

兼
同
和
教
育
係
長
)

{
課
長
補
佐
級
}

V
会
計
課
長
補
佐

O
上
甲
三
鈴
(
会
計
課
事
務
専
門
員

兼
会
計
係
長
)

V
税
務
課
長
補
佐
兼

収
納
第
一
係
長
大
石
徹
男
(
会
計

課
長
補
佐
)

V
市
民
課
長
補
佐
兼
市

民
係
長
谷
中
猪
喜
男
(
市
民
課
長

補
佐
)

V
企
画
調
整
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
小
島
健
市
(
企
画
調
整
課

長
補
佐
兼
地
方
拠
点
都
市
対
策
室
次

長
)

V
企
画
調
整
課
長
補
佐
兼
地
方

拠
点
都
市
対
策
室
次
長
山
田
一
昭

(
教
委

・
総
務
課
長
補
佐
兼
管
理
第

一
係
長
)

V
建
設
課
長
補
佐
兼
維
持

第
一
係
長
O
柁
原
明
敏
(
建
設
課
主

任
専
門
員
兼
維
持
係
長
)

V

下
水
道

課
長
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長
兼
肱
南

浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長
坂
本
慎
(
下

水
道
課
長
補
佐
兼
工
務
第

一
係
長
兼

肱
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
施
設
管

理
係
長
)

V

下
水
道
課
長
補
佐
O
松

田
宗
彦
(
建
設
課
主
任
専
門
員
兼
管

理
第
一
係
長
)

V
農
林
課
長
補
佐

松
岡
良
明
(
農
林
振
興
課
長
補
佐
)

V
農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
O
二

宮
隆
久
(
農
林
振
興
課
主
任
専
門
員

兼
農
政
第
一
係
長
)

V

大
洲
学
園
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
O
西
川
博
治
(
税

務
課
主
任
専
門
員
兼
収
納
第
一
係
長
)

V
教
委
・
総
務
課
長
補
佐
兼
管
理
第

一
係
長
堀
泰
男
(
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
)

V
議
会
事
務
局
次
長

清
水
一
志
(
下
水
道
課
長
補
佐
)

V

農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
金
野
茂

生
(
大
洲
学
園
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
)

V
都
市
整
備
課
主
任
専
門
員
兼
事
業

係
長
O
青
木
優
幸
(
農
業
土
木
課
技

術
専
門
員
兼
工
務
第
一
係
長
)

V
水

道
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
一
係
長

O
大
野
謙
一
(
都
市
整
備
課
技
術
専

門
員
兼
都
市
計
画
係
長
)

V
肱
南
浄

化
セ
ン
タ
ー
主
任
専
門
員
兼
施
設
管

理
係
長
O
矢
野
久
志
(
都
市
整
備
課

技
術
専
門
員
兼
公
園
係
長
)

V
教
委

.
学
校
教
育
課
主
任
専
門
員
兼
学
校

教
育
係
長
O
矢
野
友
子
(
教
委
・
学

校
教
育
課
事
務
専
門
員
兼
学
校
教
育

係
長
)

{
専
門
員
級
}

V

市
長
公
室
事
務
専

門
員
兼
職
員
係
長
O
徳
永
善
彦
(
市

長
公
室
職
員
係
長
)

V
総
務
財
政
課

事
務
専
門
員
兼
広
報
広
聴
係
長
O
井

上
徹
(
総
務
財
政
課
広
報
広
聴
係
長
)

V
企
画
調
整
課
事
務
専
門
員
兼
電
算

第
一
係
長
平
田
隆
志
(
企
画
調
整
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課
事
務
専
門
員
兼
電
算
係
長
)

V
建

設
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第
一
係
長

是
津
徳
明
(
総
務
財
政
課
事
務
専

門
員
兼
管
財
係
長
)

V
都
市
整
備
課

技
術
専
門
員
兼
都
市
計
画
係
長
O
西

岡
道
泰
(
建
設
課
工
務
第
二
係
長
)

V
下
水
道
課
事
務
専
門
員
兼
業
務
係

長
O
藤
田
修
(
下
水
道
課
業
務
係
長
)

V
農
林
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
一

係
長
有
友
貞
夫
(
農
業
土
木
課
技

術
専
門
員
兼
工
務
第
二
係
長
)

V
大

洲
隣
保
館
事
務
専
門
員
兼
指
導
係
長

木
村
昭
博
(
農
業
土
木
課
事
務
専

門
員
兼
管
理
係
長
)

V
大
洲
学
園
事

務
専
門
員
兼
職
業
指
導
係
長
谷
岡

明
(
監
理
課
事
務
専
門
員
兼
公
営
住

宅
係
長
)

{
係
長
級
】

V
総
務
財
政
課
管
財
係

長
林
田
稔
徳
(
上
須
戒
公
民
館
係

長
兼
上
須
戒
連
絡
所
長
)

V
会
計
課

会
計
係
長
O
村
上
司
(
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
主
査
)

V
監
理
課
公
営

住
宅
係
長

山
崎
重
信
(
肱
北
公
民

館
係
長
)

V

企
画
調
整
課
情
報
統
計

係
長
兼
国
際
交
流
係
長
栗
田
浩
治

(
企
画
調
整
課
情
報
統
計
係
長
)

V

企
画
調
整
課
電
算
第
二
係
長
O
冨
田

徹
(
企
画
調
整
課
総
括
主
査
)

V
福

祉
事
務
所
生
活
保
護
係
長

O
中
野
孝

治
(
福
祉
事
務
所
生
活
保
護
係
長
心

得
)

V
建
設
課
維
持
第
二
係
長

O
森

岡
義
明
(
建
設
課
総
括
主
査
)

V
建

設
課
管
理
第
二
係
長
大
野
直
(
大

洲
隣
保
館
指
導
係
長
)

V
建
設
課
工

務
第
一
係
長
石
丸
禎
時
(
建
設
課

工
務
第
三
係
長
)

V
建
設
課
工
務
第

二
係
長
上
田
信
幸
(
水
道
課
工
務

第
二
係
長
)

V
建
設
課
工
務
第
一二
係

長
O
谷
川
剛

(
建
設
課
総
括
主
査
)

V
都
市
整
備
課
都
市
開
発
第
三
係
長

O
高
見
浩
一
(
都
市
整
備
課
総
括
主

査
)

V
水
道
課
工
務
第
二
係
長
白

石
良
一
(
水
道
課
工
務
第
一
係
長
)

V
農
林
課
管
理
係
長
大
野
令
子

(
農
林
振
興
課
農
政
第
二
係
長
)
V
農

林
課
営
農
係
長
沼
田
英
輔
(
農
林

振
興
課
営
農
係
長
)

V
農
林
課
農
林

構
造
改
善
係
長
木
藤
幸
治
(
農
林

振
興
課
農
林
構
造
改
善
係
長
)

V
農

林
課
国
土
調
査
第
一
係
長
東
谷
忠

俊
(
農
業
土
木
課
国
土
調
査
係
長
)

V
農
林
課
国
土
調
査
第
二
係
長
O
沖

水
哲
仁
(
農
業
土
木
課
総
括
主
査
)

V
農
林
課
工
務
第
二
係
長
O
村
上
芳

邦
(
農
業
土
木
課
総
括
主
査
)

V
建

設
農
林
部
付
係
長
l
建

設

省

村

上
英
二
郎
(
建
設
課
工
務
第
一
係
長
)

V
清
和
園
生
活
指
導
係
長

O
梅
林
妙

子
(
清
和
国
総
括
主
査
)

V
教
委
・

社
会
教
育
体
育
課
社
会
体
育
係
長
O

後
藤
秀
一
(
教
委
・
社
会
教
育
体
育

課
社
会
体
育
係
長
心
得
)

V
平
公
民

館
係
長

O
中
岡
透
至
(
平
公
民
館
係

長
心
得
)

V
平
野
公
民
館
係
長
兼
平

野
連
絡
所
長
O
山
本
稔
(
平
野
公
民

館
係
長
心
得
兼
平
野
連
絡
所
長
心
得
)

V
上
須
戒
公
民
館
係
長
兼
上
須
戒
連

絡
所
長

O
楠
野
修
(
水
道
課
、
玉
査
)

V
肱
北
公
民
館
係
長
心
得
O
菊
池
章

(
農
業
土
木
課
上
級
主
事
)

V
企
画

調
整
課
総
括
主
査

O
福
居
長
幸
(
企

画
調
整
課
主
査
)

V
市
民
課
総
括
主

査
松
本
幸
子
(
農
業
土
木
課
総
括

主
査
)

V

下
水
道
課
総
括
主
査
稲

谷
勝
子
(
市
民
課
総
括
主
査
)

V
農

林
課
総
括
主
査

O
川
野
庚
明
(
農
業

土
木
課
主
査
)

V
清
和
国
総
括
主
査

O
伊
賀
宣
子
(
清
和
国
主
査
)

V
教

委
・
社
会
教
育
体
育
課
総
括
主
査

O

久
保
明
敬
(
教
委
・
社
会
教
育
体
育

課
主
査
)

{
主
査
級
}

V
市
長
公
室
主
査

O
高

岡
公
重
(
市
長
公
室
上
級
主
事
)

V

税
務
課
主
査

O
深
部
一
男
(
税
務
課

上
級
主
事
)

V
商
工
観
光
課
主
査

O

矢
野
雅
之
(
商
工
観
光
課
上
級
主
事
)

V
保
険
環
境
課
主
査

O
井
上
ゆ
か
り

(
保
険
環
境
課
上
級
主
事
)

V
建
設

課
主
査

O
城
ノ
戸
毒
正
(
建
設
課
上

級
技
師
)

V
都
市
整
備
課
主
査

O
山

下
和
広
(
都
市
整
備
課
上
級
主
事
)

V
農
林
課
主
査
白
石
米
子
(
農
林

振
興
課
主
査
)

V
農
林
課
主
査

O
矢

野
晃
(
農
林
振
興
課
上
級
主
事
)

V

大
洲
学
園
主
査

O
後
藤
忠
明
(
大
洲

学
園
上
級
主
事
)

V
博
物
館
主
査

O

上
野
康
広
(
博
物
館
上
級
主
事
)

V

農
業
委
員
会
事
務
局
主
査

O
大
久
保

敬
二
(
愛
媛
県
派
遣
上
級
主
事
)

{
主
事
な
ど
}

V

建
設
課
上
級
主
事

O
泉
浩
嗣
(
建
設
課
)

V
下
水
道
課

上
級
主
事

O
三
瀬
浩
之
(
下
水
道
課
)

V
農
林
課
上
級
主
事
大
藤
美
樹

(
税
務
課
上
級
主
事
)

V

市
長
公
室

森
あ
き
(
税
務
課
)

V
税

務

課

祖

母
井
篤
生
(
水
道
課
)

V
税
務
課

後
藤
典
子
(
市
民
課
)
マ
監
理
課

山
田
淳
(
大
洲
病
院
)

V
市
民
課

富
士
晃
代
(
市
長
公
室
)

V

企
画
調

整
課
佐
々
木
陽
子
(
保
険
環
境
課
)

V
保
険
環
境
課
林
田
優
子
(
大
洲

病
院
)

V
福
祉
事
務
所

山
本
和
哉

(
大
洲
学
園
)

V
建

設

課

蔵

本

茂

樹
(
下
水
道
課
)

V

都
市
整
備
課

隅
田
充
(
愛
媛
県
派
遣
)

V
水
道
課

河
野
秀
伴
(
農
林
振
興
課
)

V
農

林
課
松
井
祐
二
(
農
林
振
興
課
)

V
農
林
課
井
上
雅
裕
(
農
業
土
木

課
)

V
農
林
課
押
田
清
(
農
林
振

興
課
)

V
農
林
課
梶
本
和
枝
(
企

画
調
整
課
)
V
農
林
課
吉
岡
宏
(
曲
辰

林
振
興
課
)

V
農
林
課
西
尾
慎
一

(
農
林
振
興
課
)

V

農

林

課

都

築

祐
司
(
農
業
土
木
課
)

V
県
教
委

土
居
浩
(
教
委
・
社
会
教
育
主
事
)

V
大
洲
学
園
佐
々
木
康
隆
(
同
和

対
策
課
)

V
大
洲
学
園
上
野
博
子

(
大
洲
病
院
)

V
大

洲

病

院

三

好

治
(
農
業
委
員
会
事
務
局
)

V
大
洲

病
院
徳
永
吉
和
(
監
理
課
)

V

大

洲

病

院

梶

原

三
佳
(
大
洲
学
園
)

V
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
佐
野

定
弘
(
福
祉
事
務
所
)

V

愛
媛
県
派

遣
門
多
広
樹
(
税
務
課
)

V
愛
媛

県
派
遣
窪
田
敬
(
総
務
財
政
課
)

保

健

婦

保{師技{
京技)師係
子師 O 長
(}  白級
柳 v 石}
沢平恒 v
連野子南
絡連 (久
所絡平米
技所 野連
師技連絡
)師絡所
v 所総
上久技括

10 

松
本
文
子
(
保

須
戒
連
絡
所
技
師

健
セ
ン
タ
ー
技
師
)

{
保
健
婦
】

V
柳
沢
連
絡
所
新
穂

サ
チ
子
(
南
久
米
連
絡
所
)
マ
保
健

セ
ン
タ
ー

富
永
裕
子
(
上
須
戒
連

絡
所
)

保

育

所

な

ど

{
専
門
員
級
}

V
南
久
米
保
育
所
長

石
山
幸
子
(
三
善
保
育
所
長
)

V

三
善

保

育

所

長

細
川
征
子
(
肱
南

保
育
所
長
)

V
肱
南
保
育
所
長
久

保
友
代
(
南
久
米
保
育
所
長
)

{
係
長
級
}

V

新
谷
保
育
所
主
任
保

母
深
井
多
恵
子
(
大
洲
保
育
所
主

任
保
母
)

V
大
洲
愛
育
ホ

l
ム
児
童

福
祉
係
長
富
永
治
代
(
喜
多
保
育

所
主
任
保
母
)

V

喜
多
保
育
所
主
任

保
母
梶
原
恵
都
子
(
肱
北
保
育
所

主
任
保
母
)

V
肱
北
保
育
所
主
任
保

母
伊
達
と
も
子
(
新
谷
保
育
所
主

任
保
母
)

V
大
洲
保
育
所
主
任
保
母

大
石
あ
い
(
大
洲
愛
育
ホ

1
ム
児
童

福
祉
係
長
)

V
南
久
米
保
育
所
総
括



主
査
O
二
宮
隆
子
(
南
久
米
保
育
所

主
査
)

V
肱
南
保
育
所
総
括
主
査
O

長
尾
幸
子
(
肱
南
保
育
所
主
査
)

V

粟
津
保
育
所
総
括
主
査
O
和
田
章
子

(
粟
津
保
育
所
主
査
)

V
肱
北
保
育

所
総
括
主
査
O
入
野
圭
子
(
肱
北
保

育
所
主
査
)

V
肱
北
保
育
所
総
括
主

査
O
仲
間
千
須
子
(
三
善
保
育
所
主

査
)

V

大
洲
保
育
所
総
括
主
査
O
家

野
美
恵
子
(
大
洲
保
育
所
主
査
)

V

菅
田
保
育
所
総
括
主
査
O
矢
野
笑
加

(
菅
田
保
育
所
主
査
)

V

三
善
保
育

所
総
括
主
査

O
鈴
木
ま
る
み
(
粟
津

保
育
所
主
査
)

{
主
査
級
}

V
柳
沢
保
育
所
主
査

亀
井
ひ
と
み
(
肱
北
保
育
所
主
査
)

V
喜
多
保
育
所
主
査
吉
岡
文
子
(
徳

森
保
育
所
主
査
)

V
肱
南
保
育
所
主

査
井
上
理
未
(
徳
森
保
育
所
主
査
)

V
徳
森
保
育
所
主
査
西
森
美
和
子

(
大
洲
学
園
主
査
)

V
大
洲
保
育
所

主

査

矢

畑
恵
美
子
(
肱
南
保
育
所

主
査
)

V
肱
北
保
育
所
主
査
二
宮

早
苗
(
柳
沢
保
育
所
主
査
)

V
粟
津

保
育
所
主
査
城
本
和
子
(
大
洲
保

育
所
主
査
)

V
肱
北
保
育
所
主
査

吉
田
葉
子
(
上
須
戒
保
育
所
主
査
)

V

上
須
戒
保
育
所
主
査
笹
田
祥
子

(
喜
多
保
育
所
主
査
)

{
保
母
な
ど
}

V
喜
多
保
育
所
日

浦
和
美
(
大
洲
学
園
)
V
肱
北
保
育
所

伊
達
美
香
(
大
洲
学
園
)

V
柳
沢
保

育
所
富
永
裕
子
(
大
洲
学
園
)

V

大
洲
学
園
木
村
陽
子
(
菅
田
保
育

所
)

V
大
洲
学
園
井
川
繰
(
喜
多

保
育
所
)

V
大
洲
学
園
能
仁
道
子

(
柳
沢
保
育
所
)
マ
大
洲
保
育
所

宮
田
弘
美
(
新
谷
保
育
所
)

( 

大

洲

病

院

{
課
長
補
佐
級
}

V
検
査
技
師
長
O

永
原
重
子
(
技
術
専
門
員
兼
検
査
第

一
係
長
)

V
主
任
専
門
員
兼
理
学
療

法
係
長
O
山
崎
康
豊
(
技
術
専
門
員

兼
理
学
療
法
係
長
)

{
専
門
員
級
}

V
婦
長
心
得
O
竹
田

京
子
(
副
婦
長
)

{
係
長
級
】

V
検
査
係
長
窪
地
厚

美
(
検
査
第
二
係
長
)

V
副
婦
長
O

河
田
由
美
子
(
副
婦
長
心
得
)

幼
稚
園
・
学
校

{
課
長
補
佐
級
}

V
喜
多
幼
稚
園
主

任
専
門
員
兼
主
任
教
諭
O
石
間
峯
子

(
喜
多
幼
稚
園
専
門
員
兼
主
任
教
諭
)

{
専
門
員
級
】

V
大
洲
幼
稚
園
専
門

員
兼
主
任
教
諭
O
亀
井
民
子
(
久
米

幼
稚
園
主
任
教
諭
)

【
係
長
級
}

V
久
米
幼
稚
園
主
任
教

諭
O
松
盛
た
か
ゑ
(
大
洲
幼
稚
園
教

諭
・
総
括
主
査
)
マ
久
米
幼
稚
園
教

諭
・
総
括
主
査
O
福
住
一
栄
(
久
米

幼
稚
園
教
諭
・
主
査
)

{
主
査
級
}

V
大
洲
幼
稚
園
教
諭
・

主
査
中
野
裕
子
(
喜
多
幼
稚
園
教

諭
・
主
査
)

【
教
諭
な
ど
】

V
平
野
幼
稚
園
三

好
仁
美
(
大
洲
幼
稚
園
)

V
大
洲
幼

稚
園
袖
岡
恵
美
(
喜
多
幼
稚
園
)

V
喜
多
幼
稚
園
井
上
美
代
(
平
野

幼
稚
園
)

V
喜
多
幼
稚
園
大
野
慈

子
(
久
米
幼
稚
園
)

V
粟
津
小
学
校

亀
井
千
代
子
(
大
洲
小
学
校
)

V

大
洲
北
中
学
校
滝
野
常
子
(
粟
津

小
学
校
)

新

規

採

用

者

V
大
洲
病
院
泌
尿
器
科
医
長
時
田

弘
志
V
総
務
財
政
課
宮
岡
博
志
V

税
務
課
二
宮
浩
二
V
市

民

課

穂

積
由
美
子
V
同
和
対
策
課
小
泉
貴

司
V
水
道
課
西
隅
友
博
V
下
水
道

課
矢
野
幸
一

V
農
林
課
大
塚
茂

央
V
農
林
課
谷
本
晃
一

V
農
林
課

瀧
野
逸
武
V
大
洲
学
園
谷
岡
妙
V

V
喜
多
保
育
所
城
戸
奈
保
美
V
久

米
幼
稚
園
小
森
い
づ
み
V
大
洲
病

院

岩

堀

公

美
V
大
洲
病
院
大
本

あ
ゆ
み
V
大
洲
病
院
平
野
博
子
V

大
洲
病
院
松
林
鈴
子

退

者

1設

V
大
洲
病
院
泌
尿
器
科
医
長
清
水

公
治
V
市
民
生
活
部
長
山
本
敏
和

V
議
会
事
務
局
長
朝
日
安
男
V
税

務
課
長

川
本

一
義
V
大
洲
幼
稚
園

主
任
専
門
員
兼
主
任
教
諭
西
田
康

子
V
市
民
課
市
民
係
長
松
盛
美
智

子
V
大
洲
北
中
学
校
中
野
孝
子
V

大
洲
保
育
所
西
岡
由
香
里
V
菅
田

保
育
所
大
森
千
代

ご苦労さまでした

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

平
成
八
年
度
人
事
異
動

O
印
は
昇
任
、
(
)
内
は
旧
任
で
す
o

v
消
防
課
事
務
専
門
員
兼
消
防
係
長

O
大
野
伸
一
(
長
浜
支
署
消
防
第
二

係
長
)

V
内
山
支
署
事
務
専
門
員
兼

消
防
係
長
O
富
永
修
身
(
内
山
支
署

消
防
係
長
)

V
長
浜
支
署
消
防
係
長

・
消
防
司
令
補
O
増
田
勇
雄
(
長
浜

支
署
救
急
係
長
)

V
消
防
課
救
急
係

長
・
消
防
司
令
補
O
芝
田
隆
(
消
防

課
救
急
第
二
係
長
)

V
長
浜
支
署
救

急
係
長
・
消
防
司
令
補
O
西
山
恵
吉

(
長
浜
支
署
救
急
係
長
)

V

予
防
課

予
防
係
長
・
消
防
司
令
補
O
大
野
博

史
(
予
防
課
予
防
係
長
)

V
消
防
課

救
急
係
長
・
消
防
司
令
補
O
守
田
嘉

洋
(
消
防
課
救
急
係
長
)

V
長
浜
支

署
救
急
係
長
O
井
上
稔
(
内
山
支
署

総
括
主
査
)

V
長
浜
支
署
総
括
主
査

谷
本
常
行
(
消
防
課
総
括
主
査
)

マ
消
防
謀
総
括
主
査
・
消
防
士
長
O

梁
田
嘉
春
(
消
防
課
主
査
)

V

川
上

支
署
総
括
主
査
・
消
防
士
長
O
梶
野

徹
(
川
上
支
署
主
査
)

V
長
浜
支
署

総
括
主
査
・
消
防
士
長
O
永
沼
芳
郎

(
内
山
支
署
主
査
)

V

川
上
支
署
総

括
主
査
・
消
防
士
長
O
川
上
弘
二

(
川
上
支
署
主
査
)

V

消
防
課
主
査
・

消
防
士
長
O
森
松
忠
雄
(
消
防
課
主

査
)

V
消
防
課
主
査

・
消
防
士
長
O

松
尾
文
夫
(
消
防
課
主
査
)

V

消
防

課
主
査
・
消
防
士
長

O
大
西
善
文

(
消
防
課
主
査
)

V
内
山
支
署
主
査
・

消
防
士
長
O
宮
野
雅
一
(
内
山
支
署

主
査
)

V
内
山
支
署
主
査
・
消
防
士

長
O
高
本
佳
直
(
長
浜
支
署
主
査
)

V
消
防
課
主
査
・
消
防
士
長
O
二
宮

敏
浩
(
消
防
課
主
査
)

V

消
防
課
主

査
・
消
防
士
長
O
亀
田
昌
一
(
消
防

課
主
査
)

V
本
部
総
務
課
上
級
主
事

・
消
防
士
長

O
和
気
和
清
(
本
部
総

務
課
上
級
主
事
)

V
消
防
課
主
査

三
好
利
明
(
長
浜
支
署
主
査
)

V
川

上
支
署
主
査
O
竹
岡
靖
(
内
山
支
署

上
級
主
事
)

V
長
浜
支
署
主
査
O
高

田
幸
穂
(
長
浜
支
署
上
級
主
事
)

V

長
浜
支
署
主
査
O
古
谷
正
文
(
長
浜

支
署
上
級
主
事
)

V
消
防
課
上
級
主

事

大

本

浩

司

(
川
上
支
署
上
級
主

事
)

V
消
防
課
上
級
主
事
・
消
防
副

士
長
O
大
野
真
弘
(
消
防
諜
)

V

長

浜
支
署
上
級
主
事
O
福
桝
宏
昭
(
長

浜
支
署
)

V
川
上
支
署

高

木

富

重

(
長
浜
支
署
)

V
長
浜
支
署
高
奥

克
利
(
川
上
支
署
)

V
内
山
支
署

高
岡
裕
二
(
長
浜
支
署
)

V
長
浜
支

署
河
野
秀
俊
(
消
防
課
)

V

消
防

課
一
宮
秀
文
(
長
浜
支
署
)

V
長

浜
支
署
東
和
彦
(
消
防
課
)

V
内

山
支
署
高
岡
秀
彰
(
消
防
課
)

V

愛
媛
県
派
遣
山
田
虎
幸
(
消
防
課

消
防
係
長
)
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つ
つ
じ
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し
た

実
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

大
洲
の
春
を
彩
る
「
つ
つ
じ
ま
つ

り
」
は
、
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月

十
五
日
ま
で
富
士
山
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

六
万
本
余
り
の
ツ
ツ
ジ
が
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
す
。
山
頂
一
帯
に
咲

き
誇
る
西
日
本
有
数
の
ツ
ツ
ジ
園
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
次

の
と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

つ
つ
じ
ま
つ
り
交
通
規
制

V
日

時

四

月

三
十
八
日
、

三

十
九

目
、
五
月
三
一日
1
六
日
の
九
時
か

ら
十
七
時
ま
で
。

V
交
通
規
制
概
要
地
図
の
と
お
り

V
国
道

一
九
七
号
か
ら
家
族
旅
行
村

経
由
の
二
車
線
登
山
道
の
登
り
車

線
は
、
期
間
中
(
四
月
二
十
八
日
、

二
十
九
日
、
五
月
三
日
1
六
日
の

九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
)
は
、
パ

ス
・
タ
ク
シ
ー

-
ハ
イ
ヤ
ー
専
用

車
線
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
期
間
中
に

帝
京
冨
士
学
舎
寮
前
か
ら
如
法
寺

.
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
登
山

道
を
利
用
し
て
山
頂
へ
登
る
こ
と

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

V
山
頂
周
遊
道
路
(
は
ち
ま
き
道
路
)

は、

一
般
車
輔
を
進
入
禁
止
と
し
、

高
齢
者
・
身
体
障
害
者
の
乗
車
し

て
い
る
車
(
た
だ
し
普
通
車
以
下
)

の
み
通
行
可
と
な
り
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
間
中

は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
交
通
指
導
員

・
道
路
標

12 

識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
パ
ス
の
運
行

富
士
山
公
園
に
は
二
百
台
程
度
し

か
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
交
通
規
制
期

間
中
に
臨
時
パ
ス
を
運
行
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
パ
ス
の
発
車

は
如
法
寺
河
原
か
ら
で
す
。
発
車
場

に
は
、
約
二
百
台
の
無
料
駐
車
場
を

準
備
し
て
い
ま
す
。

V
運

行

日

四

月
二
十
八
日
、

二
十

九
日
、

五
月
三
一日

1
六
日

V
経
路
如
法
寺
河
原
|
家
族
旅
行

村

富
士
山
公
園
ふ
れ
あ
い
の
家

V
料
金
往
復
三
百
円
(
子
供
割
引
)

駐

車

整

理

料

四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
六
日
ま

で
富
士
山
公
園
駐
車
場
を
利
用
す
る

場
合
は
、
整
理
料
金
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

V
普

通

乗

用

車

五

百

円

V

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
八
百
円

V

パ

ス

千

円

モ

デ

ル

撮

影

会

五
月
四
日
出

十

一
時
か

ら
十
四
時
三
十
分

V
集
合
場
所
ふ
れ
あ
い
の
家
前

V
日
時

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
宮
⑫
2
1
1
1

(
内
線

2
2
3
)

宮
⑫
2
6
6
4

観
光
協
会
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3月4日(月)

読書感想画中央コン

ワー/しで優秀賞、優

良賞を受賞じだ、西

山佳代さん(五郎)と

清中愛子さん(八多

喜)n市役所き訪れ、

桝田市長!己受賞の報

告さしましだ。この

コンワー/しにld平成

4年12ち久保理恵さ

ん(回処)n優良賞き

受賞レでいます。

‘....2月28日(樹思いやりと助lI合う心き育で3だ

めのポラシ子イ?体験活動n南久米小学校で行われ

示レだ。県聴覚障害者協会大洲支部の皆さんnLう手

話の指導さ受けだあと、介護され3人の気持lこちつ

で車イス!こ挑戦レまじた。

2月29日同地域ぐ3みで同和砂

教育さ推進じようと、市同和教育

研究大会門閣nれました。大会12
ld、学校や企業、社会教育関係者

怠ど 350人n参加レ、活動の成果

l己聞き入っていまじた。‘3月2日(土)大洲i3¥じtJ'けコー
ラスの「春のコンザートJn開介

れまじだ。初めてのコンザート12
ld、喜多郡tJ'Lうち3つのコーラス

ヴ/レーブn出演しでいぐっちの美

しいハーモニーが会場!こ響きわだ

っていまじだ。

3月4日(月) 市連合婦人会大会砂

n中央公民館で開nれまレだ。恒

例!こより、オーブニンヴでld参加

者全員nrうれレいひ怠まつり」

き合唱レたあと、一年間の活動!ご

ついてそれぞれの婦人会げ発表じ

まじだ。

...3月8日(金) 大洲小学校の6年

生約70人n国民宿舎臥龍苑横の肱

川で錦ゴイの放流君主行いまレた。

卒業記念12と肱南地区コミュ二テ

ィ推進委員会n10年前nLう実施じ

てい3ちので、この日ld800匹き

放流レましだ。

体「国際、/口ブチミ

スト大洲」の認証式

n国立大洲青年の家

で行われまじだ。大

洲市 ・喜多郡の女性

で組織す3このつう

ブld、30人で組織さ

れ、色々ち奉仕活動



試 験 の種 類 申込受位期間 第 1次試験日

国家公務員採用 I種試験 6. 16(日)

国家公務員採用E種試験 5. 7ω 7. 7 (日)

国税 専門官採用試 験 6. 22仕)

労働基準監督官採用試験 5. 14ω 23(日)

法 務 教官 採 用試 験 6 . 22(土)

航空管制官採用 試験 8 . 1 9(月)~ 9 . 2(月) 9 . 29(日)

炉
。
ω

'

ψ
ゆ
切
ゆ
@
ゆ
個
師
'
旬
。
伊
ゆ
0
0伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
附

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
川
副
到

三
月
十
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

(
指
定
配
分
)

金一

封
(
平
野
地
区
社
協

・
柳
沢
地

区

社

協

へ

)

平

野

町

森

岡

茂

金一

封
(
八
多
喜
地
区
社
協
・
八
多

喜
公
民
館
へ

)
八
多
喜
町

{呂
田
諦
光

金

一
封
(
寄
付
金
を
平
地
下
鶴
寿
会

へ

)

平

野

町

清

水

視

俊

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

西
川
〈
ロ
好
贋

金

一
封
(
文
化
祭
パ
ザ
1

収
益
金
を

平
公
民
館
・
平
地
区
社
協
へ
)
徳
森

ガ
レ
ー
ジ
セ
1
ル
ク
ラ
ブ
代
表
者

大
久

保

初

恵

第二課試験係

詳しいお問い合わせは

高松市松島町 1-17-33 

人事院四国事務局

干760

※ 

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

田

中

正

義

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

水

沼

光

明

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

人
ク
ラ
ブ
会
へ
)
上
須
戒
高
岡
春
子

(
物
品
の
口
座
)

手
編
み
帽
子
二
個
(
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
訪
問
世
帯
へ
)
若
宮
山
本
マ
サ
ヱ

お
手
玉
三
百
二
十
八
個
(
市
内
保
育

所
へ
)
大
洲
中
央
公
民
館
内
大
洲

市
連
合
婦
人
会
会
長
亀
井
悦
子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
郵
便
局
か
ら
の

お

知

ら

せ

まで

口口口一口口口口

宮

/
/
'
 

-bι 

が

た
日

げ
ロ

7

E
て

ず

ヴ
UF

A

μ

年

号

nHν

ι除
ヨ

成

便

押

す

耳

刻

郵
政
省
で
は
、
平
成
十
年
二
月
二
日

か
ら
、
現
行
の
三
け
た
ま
た
は
五
け
た

の
郵
便
番
号
を
七
け
た
に
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
郵
便
番
号
簿
は
、
平
成
九
年

八
月
以
降
に
ご
家
庭
に
配
布
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
施
の
際
は
ご

協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
区
内
の
新
郵
便
番
号
は
、

郵
便
局
の
窓
口
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(0878) 31-4765 

口口口一口口

「緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

毎
年
「
緑
の
羽
根
」
募
金
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
新
し
く
法
律

が
制
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
充
実

・
強

化
し
て
「
緑
の
募
金
」
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、

緑
化
の
推
進
、
森
林
の
整
備
、
緑
を
通

じ
た
国
際
貢
献
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
農
林
謀
農
林
構
造
改
善

係
含
@
2
1
1
1
(内
線
3
6
4
)
ま

で
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を
州

身
近
な
く
ら
し
の
中
に

(そ
の
五

仲
間
づ
く
り

せん刊
つ
一γウ

ニ

どもし
宅
かい

先
月
号
で
は
、
子
供
社
会
で
起
き

も
ん
だ
い
沿
い
げ
っ

て
い
る
「
い
じ
め
」
の
澗
信
浩
糟
決

す
る
決
め
虻
も
、
ま
ず
大
人
社
会
が

供
に
支
え
合
う
社
会
で
あ
り
た
い
と

述
が
培
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
「
い
じ
め
」
問
題

む

が

1

こう

どうわ

問
解
消
民
向
け
て
一
学
校
で
の
同
和

幸

巴
〈

さ
キ

叱
〈

t
R

U
R

教
育
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

恥

入

内

お

も

る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。学

校
で
の
同
淵
瀬
育
が
始
ま
っ
た

の
は
一
九
五

0
年
代
の
こ
と
で
す
。

&い
よう

き

ょ
う

一代
の
こ
ろ
の
教
育
内
容
は
「
今
日
持

制
に
坊
の
子
が
い
な
い
」
と
で
均
一苦

漂
で
表
さ
れ
た
よ
う
に
、

ニ

「
部
落
差

別
の
た
め
に
、
学
校
に
来
ら
れ
な
い

子
ど
も
」
つ
ま
り
長
欠
、
不
就
学
の

じ
どう

ゼ

い

と

と

〈

児
童
・
生
徒
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

ぜんぜい

じ
勺
ぜん

先
生
た
ち
の
実
践
が
始
ま
り
ま
し
た
。

弘山
初
ぅ
叶内
、
学
校
教
育
を
子
ど
坊

の
生
活
の
面
か
ら
と
ら
え
な
お
す
必

ょうせい

が〈
し仰う

要
地
か
ら
、

「学
習
」
と

かパ
生
拍
子

を
結
び
つ
け
る
「
子
ど
も
会
」
活
動

が
生
ま
れ
て
怠
ま
し
た
ブ
こ
の
活
動

と

孝

治

v

週
刊
令

A

A
M

ま

を
樋
斗
て
、
学
級
の
「
仲
間
つ
く
り
」

が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く

の
で
す
。

今
、
保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら
高
等

学
校
ま
で

一
貫
し
た
同
和
教
育
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
「
仲
間
づ

14 
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人
権
と
同
和
教
育

く
り
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
で
、
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
保
育
新
・
幼
稚
園
で
は
、
遊
び
の

中
で
いだ
助
け
合
い
、
支
え
合
う
子
ど

も
を
育
代
る
は
う
に
し
て
い
ほ
寸
。い

法
た
、
小
・
沖
洋
校
で
は
、
仲
間
意

識
を
育
て
る
集
固
と
っ
く
り
を
、
高
等

学
披
で
は
、

仲
間
意
識
に
改
は
ら
れ

た
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
、
同
和
教
育
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「仲
間
づ
く
り
」
で
大
切
流
こ
と

は、

↑
以
の
子
ど
も
も
取
り
残
し
た

り
、
見
逃
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
時
の
た
め

ιは、

子
ど
も
た
ち
が
、
お
互
い
の
立
場
を

認
め
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
の
で
き

る
集
団
を
つ
く
る
こ
と
が
土
台
と
な

り
ま
す
。
叫
八
、円い
、勺
集
団
代
あ
れ
ば
、

だ
れ
も
が
本
音
を
出
し
て
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

一
人
の
子
ど
も
の
悩
み
も
、
み
ん
な

で
受
川
祉
め
、
共
に
解
決
し
て
い
こ

う
と
努
力
す
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
に
、

学
校
で
の
同
和
教

じゅ
ん

育
は
、
自
分
た
ち

の
手
で
「
い
じ
め
」

を
な
く
し
て
い
こ

う
と
す
る
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い

る
の
で
す
。



う
介
い
市
民
吋

l
ピ
ス
デ
l
陪

6
月

2
日
(
日
)

大
洲
の

「う
か
い
」
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
年
々
盛
況
を
博

し
、
年
間
二
万
人
余
り
の
お
客
様
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

う
か
い
登
録
庖
組
合
で
は
、
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
「
う

か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
L

を
設
け
て

い
ま
す
。
今
年
は
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
六
月
二
日
制

十
九
時
1
二

十
一
時
(
小
雨
で
も
実
施
、
ダ
ム
放

流
の
場
合
は
中
止
)

【
乗
船
場
所
】
、
っ
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ

ま
た
は
如
法
寺
河
原

【
利
用
料
金
】

小
型
船
一
隻
(
十
人
乗
り
)

一
万
円

(
平
常
二
万
円
)

大
型
船

一
隻
(
十
八
人
乗
り
)

一
万

四
千
五
百
円

(
平
常
二
万
九
千
円
)

料
理
代

一
人
前
二
千
五
百
円
か
ら

【申
込
要
領
】

V
飲
物

飲
み
物
の
持
ち
込
み
は
自
由

V
申
し
込
み
先
大
洲
市
観
光
協
会

宮
⑪
2
6
6
4

ま
た
は
、
う
か
い
登
録
庖

(
第
四
回
デ
初
出
運
動
)

つリ
l
〉
大
洲
歴
史
ウ
オ
V

子
、
/
ヴ
巴
参
加
じ
ま
せ
ん
汁

大
洲
市
民
の
環
境
に
対
す
る
思
い
や

り
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
デ
少
J
U。運

動
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
は
、
一
昨
年

好
評
だ

っ
た
、
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
歴

史
探
訪
を
す
る
「
ク
リ
ー
ン
大
洲

・
歴

史
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
が
復
活
し
ま
す
。

こ
の
催
し
に
は
、
だ
れ
で
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
で
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

{主
催
】
大
洲
の
環
境
を
よ
く
す
る

連
絡
協
議
会

【日
時
】

五
月
二
十
六
日
制

午
前
九
時
集
合

{参
加
申
込

・
お
問
い
合
わ
せ
}

大
洲
の
環
境
を
よ
く
す
る
連
絡
協
議

会
事
務
局
(
大
洲
青
年
会
議
所
)

含
⑪
7
1
0
7

い
ま
す
。

【
開
催
日
時
}
五
月
か
ら
九
月
ま
で

の
最
終
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
。

【場
所
】
大
洲
市
立
中
央
公
民
館

【
視
聴
番
組
】

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
秀
吉
」

【
受
講
料
】
無
料
(
テ
キ
ス
ト
も
無

料
で
配
布
し
ま
す
)

【
募
集
期
間
】

五
月
十
三
日
ま
で

{
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
地
方
局
県
民
生
活
課

8
0
8
9
4
@
3
7
0
0
 

親
業
一
日
講
座
と
子
育
で

相

談

を

開

催

し

ま

す

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
の
心
が
見
え
に
く
か
っ

た
り
、
サ
イ
ン
に
気
付
か
な
か

っ
た
り

.・
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
お
こ

っ
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
か
ら
の
発
信
を
し

っ
か
り
と
親
が
受
け
と
め
て
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
心
を
知
る
に
は
ど
う
す
る

の
か
。
子
ど
も
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る

親
の
話
し
方
と
は
。
親
子
の
対
立
を
解

く
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
な
ど
に
つ
い

て
、
心
理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
例
な

ど
を
も
と
に

一
日
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

{日
時
】
五
月
十
九
日
制
午
後

一

時
三
十
分
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で

【
場
所
】
新
谷
公
民
館

【
受
講
料

・
相
談
料
}
無
料

【
担
当
】
親

・
お
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
林
茂
代
(
小
児
科
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)

※
詳
し
く
は
、

8
@
0
9
5
8
(武
井
)

・
2
@
3
2
2
4
(久
保
田
)
ま
で

刊
ω州
ゴ
d
劃
叶
」

電
話
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

一

愛
媛
弁
護
士
会
で
は
、
子
ど
も
に
関

す
る
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
い
じ

め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
、
家
庭
内
暴
力

な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
弁
護
士
が
相
談

に
の
り
ま
す
。
遠
慮
な
く
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
直
接
来
所
も
結
構
で
す
。

【
日
時
】
五
月
十
八
日
出

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

【
電
話
番
号
】

合

0
8
9
・
9
3
2
・
5
2
1
0

【
場
所
】
松
山
市

一
番
町
四
丁
目

一
|
五
一
誠
ピ
ル
五
階

愛
媛
弁
護
士
会

放
送
県
民
大
学
受
講
生
募
集

愛
媛
県
、
愛
媛
大
学
、
大
洲
市
教
育

委
員
会
で
は
、
豊
か
な
教
養
を
育
て
新

し
い
生
活
文
化
を
創
造
す
る
た
め
に
、

放
送
県
民
大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
て

備)星 加水 道設 備

ft26-0020 

備)ア サ ノ 設 備

ft24-0783 

徳森 設備

ft25-4023 

佐藤 水 道 庖

含 24-4410

(有) 丸電 工業

ft24-5351 

上 甲 建設側

まま 24-5914

岡三原設備

ft24-3783 

滝 田 商庖

ft25-0901 

(有)いの 水 道設備

ft24-2216 

中 野 管工 事 工 業

包 24-3792

(有)内田電気水道設備

合 25-2858

西 田 水道庖

ft26-0265 

備)オクダ設備

含 24-3674

淳 山 水 道工事庖

ft24-2583 

備)神田 鉄工 所

ft24-4122 

伊予屋住設

ft24-2541 

城戸電業社

合 25-2944

岡福水道 工 事 庖

合 24-3656

(鮒土居 鉄工所

ft24-4519 

大塚鉄工所

ft25-0300 

5月3日樹

5月4日出

5月5日(日)

5月6日伺)

5月11日出

5月12日(日)

5月18日同

5月19日(日)

5月25日出

5月26日(日)

雇

用

促

進

融

資

で

魅
力
あ

3
職
場
づ
く
り
を

「
一
雇
用
促
進
融
資
制
度
」
を
ご
存
じ

で
す
か
。
こ
れ
は
、

社
宅
や
保
養
所
、

託
児
施
設
な
ど
を
建
設
ま
た
は
購
入
さ

れ
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
必
要
な
資
金

を
融
資
し
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
は
大
き
く
、
返
済
は
長
期
で
金

利
も
低
く
、
と
て
も
有
利
で
す
。
プ
ラ

ン
実
現
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
愛
媛

雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

(
8
0
8
9
・
9

4
7
・
6
6
7
7
)
ま
で
。

年
金
相
談
室
ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
の
あ
ら
ゆ
る
疑
問
に
無
料
で
社

会
保
険
労
務
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

V
大
洲
農
協
本
所

毎
月
第
三
水
曜
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

V
伊
予
銀
行
大
洲
支
庖

毎
月
第

一
木
曜
日

午
後
十
二
時
か
ら
三
時

3月末までの

大洲市内の支通事故

3月末現在 昨年同期

件 数 5 6 5 0 

負 傷者 7 0 5 8 

死 者 5 
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日空ゴ

~ 

相
談
ご
と
案
内

7広報おおず，96 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

{交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

5
月
8
日

岡

山

時

1
日
時

5
月
初
日
開
叩
時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

5
月
日
日

岡

山

時

1
日
時

場
所
新
谷
公
民
館

日
時

5
月
げ
日
樹
叩
時
1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【心
配
ご
と
相
談
}

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

l
ロ
時
、
日
時
l
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

{家
庭
児
童
相
談
室
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【行
政
相
談
}
(
総
務
庁
)

Lーーーー一一

日
時

5
月
却
日
開

9
時
l
u
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で
。

{社
会
保
険
相
談】

日
時

5
月
7
日

ω、
加
日
開

日
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

{何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

宮

⑪

6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑮
0
9
4
7

【不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

5
月
日
日
同

9
時
j
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

同
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
含
⑫
4
4
5
2

【青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

t

m
町、
み
ゼ
ロ

合

@
7
8
3
0

【定
期
税
務
相
談
】

日
時

5
月
刊
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
務
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

【市
民
法
律
相
談
}
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|休日|急|患|診療|
5月3日 郷緒小医院(西大洲)

樹 ft24-3936

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

村上医院(常磐町)

ft24-2346 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

5月5日 久保医院(新谷)

(日) 含25-0158

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

5月6日 肱川医院(菅田)

例) ft25-2915 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

5月19日 東大洲城戸限医院(東大i:ft/l

(日) ft24-1010 

大掛|中央病院(東大洲)

合 24-4551

藤本外医院(中町)

合 24-2310

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

5月4日

出

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

5
月
四
日
出
叩
時

1
日
時

場
所
大
洲
市
民
会
館
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
宮
@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

5
月
2
日
同

場

所

市
立
大
洲
病
院
叩
時

i
u
時

デ
イ
ツ
ク
大
洲
庖
日
時
却
分
l
m
時

却
分

実
施
日

5
月
日
日
附

場

所

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

5月 7日ω 平成 7年12月生※

5月21日ω 平成 7年12月生。

平成 8年 1月生。

5月 9日(柑平成 6年10月生

5月28日ω 平成 5年 4月生

受付時間 13:00-13:30 
実施場所大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳・アンケート

ノTスタオル(※・ 0のみ)

※は肱南・久米 ・肱北 ・喜多・平

地区の人

。は連絡所の人

+10カ月児育児相談.

5月21日ω 平成 7年7・8月生※

受付時間 9:30-10:00 
実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

ノTスタオル

※は肱南・久米・肱北・喜多・平

地区の人

.健康相談 ・栄養相談.

日時 5月27日間

10:00-12:00、13:00-15: 00 
実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

.乳幼児の予防接種.

経口生ポリオワクチンの投与

実施日 該当地区

5月15日側肱南・久米・平地区

5月22日制肱北・ 喜多地区

5月23日同連絡所

該当者

1回目 平成 7年 7月 1日~
12月31日生

平成 7年 1月 l日~
6月30日生

13 :00-13: 20 
健康手帳 ・チャイルド

ノート

料 金無料

※当日は、チャイルドノートの予

防接種と子供の健康の欄をよく読

んで、予診票を記入してご持参く

ださし、0

.母親学級のお知らせ.

平成 8年度の母親学級を 5月16
日から開講致します。お母さんに

なられる方で、妊娠・出産 ・育児

について学んだり、お友達づくり

をされたい人は是非ご参加くださ
し、。

詳細は大洲市保健センターまで

お問い合わせくださし、。

.厚生連検診.

実施日 場所

5月 1日(樹 JA上須戒支所

5月 2日嗣大洲市保健センター

受付時間 8:30-11 :30 

宮 24-3ワワ 5

記
念
病
院

西
国
興
産

J
A
大
洲

保
健
EJ; 1 15 13 10 

遍|?fT 115 30 

科 II/(持

~~- I 話語
53E13Q 

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

V
ミ
セ
ス
歯
科
相
談

日
時

5
月
日
日
同
日
時
か
ら

V
歯
の
健
康
相
談

日
時

5
月

m日
例
日
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

8
@
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

2回目

受付時間

持参品

5月12日

(日)

5月26日

(日)

合
⑫
4
1
1
ー
ま
で

【
珠
算
】

試

験

日

6
月
お
日
間

受
付
期
間

5
月
日
日

i
白
日

【日
本
一
詩
文
書
処
理
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試

験
}

試

験

日

受
付
期
間

7
月
日
日
出

5
月
お
日

1
6
月
日
日

後
記

い
よ
い
よ
新
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ

ン
が
ま
ぶ
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。
社
会

人
一
年
生
た
ち
も
、
新
調
の
服
に
身
を

包
み
生
気
あ
ふ
れ
る
ひ
と
み
が
輝
い
て

い
ま
す
。
陽
春
を
受
け
て
輝
く
初
心
を

い
つ
ま
で
も
大
切
に
。

(
い
)

※
今
月
は
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
大
洲

人
物
列
伝
・
新
刊
案
内
を
休
み
ま
す
。

詳細は、平成 8年度健康チェッ

クカレンダーを参考にしてくださ
し、。
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